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学位論文内容の要旨 
 
高齢化社会を背景とした医療費の増大により，予防医療の役割がますます重要になって
くると考えられる．日々の疾患予防では，安全性が重視されることから，食品からの薬効
成分の探索を計画した．食品成分には生理機能を有するものが報告されており，近年プロ
バイオティクス (腸内細菌叢のバランスを改善することにより，宿主動物に好影響を与え
る生菌補助食品) が注目されている．そこで，乳幼児糞便より乳酸菌を分離して，プロバ
イオティクスを選抜した．さらに，選抜した菌株の抗アレルギー作用およびアレルギー抑
制の機序について検討した． 
まず，乳幼児38名由来の糞便から126株の乳酸菌を分離し，その中から腸管上皮細胞株
Caco-2細胞に対する付着性，消化液耐性および脱脂乳中での生育性が高いL. acidophilus 
L-55 (L-55株) をプロバイオティクスとして選抜した．本成績より，L-55株は脱脂乳で培
養可能であり，経口摂取しても生存して腸に到達し，腸管上皮に付着して増殖することに
より，より高い生理機能を発揮することが期待できる． 
次に，マウス鼻アレルギーモデルおよびアトピー性皮膚炎モデルに対する，L-55株経口
投与の効果を検討した．その結果，L-55株はいずれのモデルにおいても抗アレルギー作用
を示し，血清IgEレベルの上昇を抑制した．本成績より，L-55株はIgE産生の抑制を介して，
抗アレルギー作用を発揮することが示唆された． 
 さらに，マウス脾臓細胞に対するL-55株の影響を検討した．その結果，L-55株は脾臓細
胞のTh1サイトカイン (IFN-γおよびIL-12) 産生を促進し，IgEおよびTh2サイトカイン 
(IL-4) 産生を抑制した．本成績より，L-55株はTh1/Th2バランスをTh1優位に調節すること
により，IgE産生を抑制することが示唆された． 
以上の成績より，L-55株は抗原提示細胞からのIL-12産生を促進した結果，そのIL-12が
Th0細胞からTh1細胞への分化誘導を促し，Th1細胞の数を優位にすることによって，抗アレ
ルギー作用を発揮することが示唆された． 
 論文審査結果の要旨 
 
 
本研究は，乳幼児糞便より分離した乳酸菌の抗アレルギー作用およびアレルギー抑制の
作用機序について検討したものである． 
まず，乳幼児38名由来の糞便から126株の乳酸菌を分離し，その中から腸管上皮細胞株
Caco-2細胞に対する付着性，消化液耐性および脱脂乳中での生育性が高いL. acidophilus 
L-55 (L-55株) をプロバイオティクスとして選抜した．本成績より，L-55株は脱脂乳で培
養可能であり，経口摂取しても生存して腸に到達し，腸管上皮に付着して増殖することに
より，より高い生理機能を発揮することが期待できる． 
次に，マウス鼻アレルギーモデルおよびアトピー性皮膚炎モデルに対する，L-55株経口
投与の効果を検討した．その結果，L-55株はいずれのモデルにおいても抗アレルギー作用
を示し，血清IgEレベルの上昇を抑制した．本成績より，L-55株はIgE産生の抑制を介して，
抗アレルギー作用を発揮することが示唆された． 
 さらに，マウス脾臓細胞に対するL-55株の影響を検討した．その結果，L-55株は脾臓細
胞のTh1サイトカイン (IFN-γおよびIL-12) 産生を促進し，IgEおよびTh2サイトカイン 
(IL-4) 産生を抑制した．本成績より，L-55株はTh1/Th2バランスをTh1優位に調節すること
により，IgE産生を抑制することが示唆された． 
以上，本研究は，プロバイオティクスとして選抜したL-55株が，抗アレルギー作用を示
すことならびにその作用を解明した点で有意義であり，博士（薬学）の学位に値すると判
断した． 
 
 
